
２
月
21
日
（
金
）
、

稲
葉
小
学
校
を
会

場
に
藤
枝
中
学
校

区
学
校
運
営
協
議

会(

最
終
回)

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

学
区
４
校
の
各
校

長
よ
り
学
校
経
営

評
価
と
来
年
度
の

構
想
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
は
、
ど
の

学
校
も
９
割
以
上

の
児
童
生
徒
が
学

校
生
活
が
楽
し
く

満
足
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
１

年
間
の
活
動
に
つ

い
て
も
Ｃ
Ｓ
Ｄ
か

ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
質
疑
応
答

の
後
、
委
員
の
方
々

の
承
認
を
得
ま
し

た
。
委
員
の
方
々

か
ら
出
さ
れ
た
意

見
の
中
の
主
な
も

の
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
児
童
生
徒
が
使

用
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
功
罪
が
心

配
で
あ
る
。
読
書

離
れ
が
進
む
の
で

は
な
い
か
。

・
読
書
の
減
少
は

心
配
で
あ
る
が
、

司
書
や
学
級
担
任

が
き
っ
か
け
を
つ

く
る
こ
と
で
読
書

へ
の
興
味
を
増
す

の
で
は
な
い
か
。

・
親
は
学
校
で
の

学
習
の
様
子
な
ど

案
外
と
把
握
し
て

お
ら
ず
、
学
校
で

配
布
さ
れ
る
プ
リ

ン
ト
が
親
に
届
か

な
い
こ
と
も
あ
る
。

・
小
学
校
と
中
学

校
の
交
流
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
素

晴
ら
し
い
。

・
イ
ギ
リ
ス
の
場

合
は
月
に
１
回
程

度
、
学
校
運
営
協

議
会
が
実
施
さ
れ

る
が
、
そ
こ
で
の

話
題
は
地
域
の
問

題
で
あ
る
。

・
教
育
成
果
を
早

く
求
め
る
の
で
は

な
く
、
長
い
ス
パ

ン
で
捉
え
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
『
今
日
は
、
ど

ん
な
楽
し
い
こ
と

が
あ
る
か
な
？
』

と
児
童
生
徒
が
思

え
る
よ
う
な
環
境

作
り
が
大
切
だ
と

思
う
。

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
傾

向
が
心
配
で
あ
る
。

ま
た
、
レ
ジ
な
ど

の
自
動
化
に
よ
り
、

他
者
と
の
繋
が
り

は
よ
り
希
薄
化
し

て
き
て
い
る
。
闇

バ
イ
ト
な
ど
の
問

題
が
起
き
る
背
景

に
は
、
他
者
と
話

さ
な
い
で
自
己
決

定
し
て
し
ま
う
風

潮
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

・
保
護
者
、
学
校
、

地
域
を
１
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
捉
え
、
学
校
運

営
協
議
会
と
し
て

ど
の
よ
う
な
包
括

的
支
援
を
し
て
い

け
る
の
か
考
え
た

い
。令

和
３
年
10
月

か
ら
地
域
と
学
校

が
協
働
し
な
が
ら

築
き
上
げ
て
き
た

『
に
こ
に
こ
挨
拶

運
動
』
。
地
域
の

方
々
の
協
力
に
よ

り
、
今
で
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
よ
り

児
童
生
徒
の
挨
拶

が
向
上
し
た
と
い

う
多
く
の
意
見
を

頂
い
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

来
年
度
の
日
程
案

４
月
25

日
（
金
）

５
月
27

日
（
火
）

６
月
25

日
（
水
）

７
月
18

日
（
金
）

８
月
29

日
（
金
）

９
月
25

日
（
木
）

10
月
24
日
（
金
）

11
月
25
日
（
火
）

12
月
19
日
（
金
）

１
月
23

日
（
金
）

２
月
25

日
（
水
）

３
月

17
日
（
火
）

ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

い
つ
か
ら
あ
る
の
か

藤
枝
宿
？

観
応
元
年
（
１

３
５
０
年
）
12
月
、

駿
河
守
護
今
川
範

氏
の
軍
勢
が
、
遠

州
の
南
朝
方
勢
力

と
合
戦
す
る
た
め

に
『
藤
枝
宿
御
発

向
』
、
藤
枝
宿
を

出
発
し
た
と
古
文

書
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
藤

枝
宿
と
表
記
さ
れ

た
最
初
の
資
料
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、

鎌
倉
時
代
に
は
成

立
し
て
い
た
市

（
イ
チ
）
が
南
北

朝
期
に
は
大
軍
勢

が
滞
留
で
き
る

規
模
の
町
場
と

し
て
広
が
っ
て

い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

鬼
岩
寺
で
発

見
さ
れ
た
４
０

０
基
以
上
の
石

塔
の
な
か
に
は
、

14
世
紀
か
ら
15

世
紀
前
半
と
推

定
さ
れ
る
も
の

が
あ
り
、
こ
れ

を
裏
付
け
る
も

の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

コラム

第
３
回
学
校
運
営
協
議
会

来
年
度
の
に
こ
に
こ
挨
拶
運
動

委
員
の
方
々
の
主
な
意
見


